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早
春
の
候　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
巳
」
で
す
。
動
物
に
あ
て
は
め

る
と「
蛇
」で
す
。脱
皮
し
て
成
長
す
る
姿
か
ら
、「
復

活
と
再
生
・
幸
運
」
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

新
た
な
挑
戦
を
し
て
、幸
運
な
年
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

昨
年
の
同
窓
会
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５

月
29
日
に
、
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
谷
口
維

紹
先
生
を
お
招
き
し
、「
講
演
会
・
座
談
会
」
を
開

催
し
、
本
校
生
徒
に
熱
い
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
遠
路
東
京
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、「
甲
子
園
出
場
記
念
碑
」
の
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た
。
初
出
場
の
感
激
や
栄
誉
を
後
世
に
残

す
た
め
、
記
念
碑
に
は
、
出
場
選
手
19
名
と
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
２
名
、
井
原
監
督
ら
指
導
者
の
氏
名
ほ
か
、

出
場
に
い
た
る
秋
季
大
会
の
記
録
や
「
最
優
秀
応
援

団
賞
」
の
文
字
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
除
幕
式
に
は

選
手
・
指
導
者
の
ほ
か
、
保
護
者
、
Ｏ
Ｂ
、
同
窓
会

役
員
な
ど
が
参
加
し
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
に
母
校
の
文
化
祭
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
各
教
室
で
の
展
示
、
体
育
館
で
は
２

年
生
の
熱
演
の
舞
台
演
技
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

で
は
３
年
生
の
模
擬
店
が
催
さ
れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん

は
全
員
楽
し
そ
う
に
、
笑
顔
と
活
気
に
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
美
味
し
そ
う
な
匂
い
に
つ
ら
れ
、
私
も
た
く

さ
ん
買
い
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
は
大
阪
万
博
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

大
阪
万
博
と
言
え
ば
、
１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博

を
思
い
出
し
ま
す
。
私
は
教
師
３
年
目
で
、
中
学
３

年
生
の
担
任
を
し
て
、
生
徒
の
万
博
の
社
会
見
学
を

引
率
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
万
博
の
テ
ー
マ
は
「
人

類
の
進
歩
と
調
和
」
で
す
。
先
ず
会
場
に
着
い
た
瞬

間
、
岡
本
太
郎
が
制
作
し
た
「
太
陽
の
塔
」
を
見
た

と
き
は
、
び
っ
く
り
仰
天
し
ま
し
た
。
展
示
物
で
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
月
の
石
」
で
す
。

ア
ポ
ロ
11
号
が
世
界
で
初
め
て
月
面
着
陸
を
成
功
さ

せ
、
持
ち
帰
っ
た
石
で
す
。
そ
れ
か
ら
ワ
イ
ア
レ
ス

テ
レ
フ
ォ
ン
（
携
帯
電
話
）、
電
気
自
動
車
、
電
波

時
計
、
面
白
い
の
は
、
人
間
洗
濯
機
（
ウ
ル
ト
ラ
ソ

ニ
ッ
ク
バ
ス
）
で
人
間
の
体
を
洗
い
乾
燥
ま
で
を
全

自
動
で
行
う
装
置
で
す
。会
場
は
人
、人
、人
の
山
で
、

ど
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
も
行
列
を
つ
く
り
長
時
間
待
ち

ま
し
た
。

　

今
年
の
大
阪
万
博
が
、
55
年
ぶ
り
に
間
も
な
く
始

ま
り
ま
す
。
万
博
の
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。
国
境
を
超
え
て
世
界
各

国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
集
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

未
来
を
見
て
、
触
っ
て
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
ん
な
私
た
ち
の
重
要
な
転
機
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の

よ
う
で
す
。
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
卒
業
生
の
皆
さ

ん
も
会
場
に
足
を
運
び
、
様
々
な
こ
と
を
是
非
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
本
部
及
び
有
田
耐
久
会
総
会
開
催
の
年
で

す
。
谷
口
維
紹
先
生
の
「
文
化
勲
章
展
示
」
と
「
甲
子
園

出
場
記
念
碑
」
の
見
学
に
母
校
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
旧
交
を
温
め
、
さ

ら
に
「
関
東
・
関
西
・
和
歌
山
・
有
田
耐
久
会
」
と

の
交
流
を
よ
り
深
め
て
、
楽
し
く
・
魅
力
あ
る
同
窓

会
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
防
災
資
産
」
は
、
内
閣
府
と
国
土
交
通
省
に
よ
り
、
地
域
で
発

生
し
た
災
害
の
状
況
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
施
設
や
災
害
の
教
訓
を
伝
承
す
る
活

動
な
ど
を
防
災
資
産
と
し
て
認
定
す
る
制
度
で
す
。
認
定
さ
れ
た
防
災
資
産
を
通
じ

て
住
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
の
リ
ス
ク
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
主
体
的
な
避
難
行

動
や
防
災
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、昨
年
五
月
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
９
月
５
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
砂
防
会
館
で
、「
第
１
回
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
防
災
資
産
」
の
認
定
式
が
行
わ
れ
、
和
歌
山
県
か
ら
は
、
広
川
町
の
「
稲
む
ら

の
火
の
館
」
が
優
良
認
定
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
稲
む
ら
の
火
の
館
は
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
震
津
波
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
知
恵
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
川
町
日
本
遺
産
ガ
イ
ド
の
会

に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し
た
『
ご
り
ょ
う
語
り
部
ジ
ュ
ニ
ア
』
講
座
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
努
め
て
い
る
点
が
優
れ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

﨑
山
光
一
館
長（
高
20
期
）は
、「
１
７
０
年
前
か
ら
今
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

さ
ら
に
次
の
世
代
へ
と
伝
承
・
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
和
歌
山
に
お
越
し
の
折
は
、
是
非
、「
稲
む
ら
の
火
の
館
」

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
長　

大
西
義
弘
（
高
16
期
）

故
郷
や

　
ど
ち
ら
を
見
て
も 

　
　
　
　
　
山
わ
ら
う
　
子
規

ご　
あ　
い　
さ　
つ

２０２４（Ｒ６）年
  9．24 有田耐久会講演会（有田市パルティナ）
11．10 関西耐久会総会（KKRホテル大阪）
12．  3 会報委員会（本校）

２０２５（Ｒ７）年
  1．17 本部・有田耐久会役員新年会
  2．  3 会報委員会（本校）
    　27 卒業生クラス代表との懇談会（本校）
  3．  3 第77回卒業証書授与式

同 窓 会 活 動 報 告

同
窓
会
長

大
西
義
弘
高
（

16

）
期

「
稲
む
ら
の
火
の
館
」

　
　
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
防
災
資
産
」
第
一
回
優
良
認
定
に

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
か
ら
手
渡
し
で
、

認
定
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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先
絡
連
部
支  関 西 耐 久 会 

会　長　鈴　木　祥　生
副会長 宮﨑裕子・西久保雅昭

神戸市西区玉津町西河原 210-7
Tel  080-2434-6893（宮﨑）

 関 東 耐 久 会 
会　長　林　　　紀　男

株式会社 オフィス ココ　桜バンケット
Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/

 和歌山耐久会 

会　長　西　　 博　義
和歌山市岩橋 1690-47
Tel  073-475-2677

640－8301 651－2127

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
度　
関
西
耐

久
会　
総
会
を
11
月
10
日
（
日
）
に
大
阪

城
前
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
３
階
「
銀
河
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
参
加
者
の

皆
様
を
関
西
耐
久
会
の
「
の
ぼ
り
」
で
お

出
迎
え
。
１
１
４
名
も
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　

開
会
挨
拶
時
、
先
日
ご
逝
去
し
た
広
川

町
長
西
岡
利
記
氏
（
21
期
）
ほ
か
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
恒

例
の
校
歌
斉
唱
は
、
母
校
の
ス
ラ
イ
ド
を

バ
ッ
ク
に
歌
詞
を
映
し
出
し
た
大
ス
ク

リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
の
大
合
唱
で
す
。
皆

様
の
顔
は
高
校
生
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

校
歌
の
後
は
鈴
木
祥
生
会
長
（
32
期
）
就

任
初
め
て
の
挨
拶
。
会
長
は
少
し
緊
張
気

味
か
も
。
そ
の
後
は
、
耐
久
高
校
同
窓
会

会
長
大
西
義
弘
さ
ま
（
16
期
）、
湯
浅
町

長
上
山
章
善
さ
ま
（
９
期
）
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
理
数
科
卒
の
医
学
博
士
山
田

博
規
氏
（
29
期
）。
紹
介
は
、
理
数
科
同

級
生
、
Ｊ
Ａ
有
田
組
合
長
森
田
耕
司
氏
で

す
。「
健
康
で
幸
せ
に
長
生
き
す
る
方
法

に
つ
い
て
の
論
理
的
考
察
」
と
い
う
演
題

で
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

◯
山
田
博
規
氏
の
自
分
の
体
で
実
験
し
た

老
化
防
止
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
お
話
。 

・
人
間
の
体
は
自
然
と
共
に
あ
り
、
日

の
出
と
と
も
に
目
覚
め
日
没
と
と
も

に
休
む
と
い
う
自
然
の
リ
ズ
ム
が
備

わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
の

食
事
は
、
１
日
１
回
就
寝
前
に
食
べ

る
の
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
結
論

に
達
し
た
。明
る
い
う
ち
は
食
べ
な
い

と
い
う
の
が
原
則
。夜
11
時
に
就
寝
す

る
と
自
然
に
朝
５
時
に
目
覚
め
る
。

　

な
ん
と
、
健
康
的
な
生
活
。
し
か
し
、

中
々
、
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。 

◯
産
業
医
と
し
て
関
わ
っ
た
メ
ン
タ
ル
対

策
で
の
疑
問
に
思
う
事
例
。 

・
婚
活
サ
イ
ト
で
彼
女
を
作
る
。
徒
歩

10
分
の
会
社
に
は
行
け
な
い
の
に
、

車
で
３
時
間
の
彼
女
に
は
会
い
に
行

け
る
。

・
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
家
を
建
て

る
。
工
務
店
と
の
折
衝
や
銀
行
で
の

申
し
込
み
が
出
来
る
の
に
、
会
社
の

仕
事
は
出
来
な
い
。

・
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
に
テ
ニ
ス
の
試
合

を
観
に
行
く
。
電
車
で
30
分
の
会
社

に
は
行
け
な
く
て
も
飛
行
機
で
13
時

間
の
ロ
ン
ド
ン
に
は
行
け
る
。

　

人
間
と
し
て
道
徳
的
に
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
権
利
と
し
て
の

個
人
の
自
由
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

う
い
う
事
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。

　

診
察
さ
れ
て
、
ど
っ
さ
り
の
薬
を
処
方

さ
れ
た
ら
処
方
通
り
飲
み
ま
す
よ
ね
。
私

も
依
存
性
で
す
。
で
も
痛
い
と
飲
む
。
改

善
さ
れ
る
訳
で
も
な
く
又
痛
く
な
る
。
又

飲
む
。
副
作
用
の
事
も
も
っ
と
重
く
み
な

い
と
い
け
な
い
と
講
演
を
聴
い
て
心
し
ま

し
た
。
食
べ
過
ぎ
が
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
原

因
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
肝
に
命

じ
ま
す
。 

　

休
憩
を
は
さ
み
、
乾
杯
の
発
声
は
横
山

享
顧
問
（
14
期
）。
大
宴
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

京
都
府
立
大
学
創
薬
セ
ン
タ
ー
開
発
の

Ｒ
Ｂ
７
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
の
宣
伝
は
私
の
バ
レ
ー

部
先
輩
の
石
川
義
郎
氏
（
24
期
）
で
す
。

皆
様
に
１
本
ず
つ
試
飲
で
頂
き
ま
し
た
。

甲
子
園
の
報
告
で
、
野
球
部
特
別
後
援
会

事
務
局
の
岡
本
一
郎
氏
（
27
期
）
の
お
話
。

ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
、
宴
も
た
け
な
わ
と

な
っ
て
来
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
戎
子
良

雄
氏
（
10
期
）
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
曽
根
良

雄
氏
（
19
期
）
の
ウ
ク
レ
レ
で
す
。
司
会

も
宮
崎
裕
子（
31
期
）と
柴
本
優
子（
31
期
）

で
「
ダ
ブ
ル
ゆ
う
こ
」
で
し
た
が
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
と
ウ
ク
レ
レ
も
「
ダ
ブ
ル
良
雄
さ

ん
」
で
し
た
。 

　

次
は
、１
１
４
人
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。

商
品
は
甲
子
園
の
耐
久
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

曽
根
さ
ん
の
ウ
ク
レ
レ
、
和
牛
肉
、
カ
ニ
、

Ｒ
Ｂ
７
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
１
ケ
ー
ス
。 

私
も
参
加

し
て
し
ま
っ
て
、
写
真
を
写
す
の
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
誰
も
写
し
て
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ら
、
皆
参
加
し
て
ま
す

か
ら
。 

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
の
後
は
、
各
期

に
よ
る
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
毎
年
好

評
の
紀
州
の
味
覚
の
販
売
は
、
今
年
も
な

れ
寿
司
、
シ
ラ
ス
、
干
物
、
金
山
寺
味
噌

で
す
。
私
が
買
う
時
は
干
物
が
完
売
で
、

な
れ
寿
司
、
シ
ラ
ス
、
金
山
寺
味
噌
を
購

入
し
ま
し
た
。 

め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
な
い

な
れ
寿
司
は
美
味
し
か
っ
た
あ
。

　

最
後
は
、
恒
例
「
ふ
る
さ
と
」
の
大
合

唱
。
閉
会
の
挨
拶
は
西
久
保
雅
昭
副
会
長

（
32
期
）
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

来
年
、
２
０
２
５
年
の
総
会
は
11
月
16

日
（
日
）
11
時
〜
。
同
じ
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

大
阪
で
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
関
西
耐
久
会
・
副
会
長

宮
崎
裕
子
（
高
31
期
）

関
西
耐
久
会
　
総
会

鈴木会長

講師　山田博規氏

関西幹部と若手

「ふるさと」の大合唱
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心の健康相談・更年期の健康相談

神　人　　勉（高18期）院　長

ＴＥＬ ０８２－２６１－０６００
〒732-0053　広島市東区若草町18-46

小　畑　英　三（高18期）取締役会長

TEL 073-423-4148  FAX 073-431-4505
〒640-8033　和歌山市本町3丁目18番地

ei-kobata@kbts.jp

小 畑 産 業 株 式 会 社

　

令
和
６
年
７
月
14
日
（
海
の
日
）
に
、

紀
三
井
寺
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
「
は
や
し
」

に
お
い
て
、
昭
和
53
年
卒
（
高
30
期
）
の

同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
回
も
同
所
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
還

暦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
集
ま
り
に
く
さ

も
考
慮
し
、
半
年
早
め
て
の
９
月
に
開
催

し
た
お
陰
で
、
翌
年
２
月
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
に
も
遭
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　

65
歳
を
迎
え
る
今
年
、
ま
さ
か
母
校
の

校
歌
を
甲
子
園
で
歌
え
る
日
が
来
る
と

は
。
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
と
ラ

イ
ン
の
画
面
は
、
さ
な
が
ら
同
窓
会
の
様

相
。
今
回
の
同
窓
会
で
も
そ
の
話
で
持
ち

き
り
で
し
た
。

　

さ
て
今
回
の
同
窓
会
に
は
、
恩
師
３
名

（
原
先
生
、
吉
松
先
生
、
籔
添
先
生
）
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
男
子
65
名
、
女
子
60
名
、

合
計
１
２
８
名
の
参
加
と
な
り
、
思
い
出

話
や
近
況
報
告
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

我
々
30
期
生
は
代
表
幹
事
の
生
馬
君
を

中
心
に
ク
ラ
ス
幹
事
男
女
２
名
ず
つ
が
、

が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
て
お
り
、
友

の
訃
報
が
時
々
聞
か
れ
る
昨
今
で
は
あ
り

ま
す
が
、
誰
か
し
ら
の
発
声
に
よ
る
プ
チ

同
窓
会
も
増
え
て
来
て
い
ま
す
。

　

友
と
の
楽
し
い
時
間
は
早
く
過
ぎ
る
も

の
で
、
70
歳
で
の
再
会
と
甲
子
園
で
の
二

度
目
の
校
歌
斉
唱
を
期
し
て
の
別
れ
に
際

し
、
友
の
背
に
手
を
振
り
続
け
ま
し
た
。

　
　

幹
事　

山
﨑
洋
通

　

私
た
ち
は
、い
つ
、ど
こ
で
、突
然
の
怪
我

や
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
24
日
（
火
）
カ
フ
ェ
・
パ
ル
テ
ィ

ナ
に
お
い
て
、
講
師
に
本
部
同
窓
会
副
会

長
弓
場
守
さ
ん
（
高
30
期
）
を
お
迎
え
し
、

応
急
手
当
の
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
生
命
の
起
源
、
尊
厳
か
ら
は
じ

ま
り
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
人

へ
の
対
応
と
し
て
心
肺
蘇
生
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順
を
学
び

ま
し
た
。

　

止
血
法
で
は
基
本
的
に
出
血
し
て
い
る

部
分
を
直
接
圧
迫
す
る
「
直
接
圧
迫
止
血

法
」
を
。
骨
折
の
対
応
で
は
、
で
き
る
だ

け
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
、
添
え
木
や
新

聞
紙
を
利
用
し
て
固
定
、
ま
た
三
角
巾
で

吊
す
な
ど
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

も
し
、
そ
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た

時
に
、
私
に
ど
れ
だ
け
対
応
が
出
来
る
の

か
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

講
習
後
、
女
性
陣
に
は
待
ち
に
待
っ
た

お
や
つ
の
時
間
。
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
。

我
先
に
と
飛
び
つ
き
ま
し
た
が
、
怪
我
や

骨
折
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
か…

？

　
　
　
　
　
　

有
田
耐
久
会
会
長

　

和
泉
保
廣
（
高
22
期
）

高30期

６
年
越
し
の
同
窓
会

「
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
」
応
急
手
当
講
習
会
　
有
田
耐
久
会

訃
　
報

　

津
村
建
四
朗
氏
（
高
４
期
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
91
歳
）。

　

津
村
先
生
は
元
気
象
庁
地
震
火
山
部
長
で
、
本
校
創
立
１
４
０
周
年

記
念
式
典
で
の
記
念
講
演
者
で
す
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
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医療法人大和会

宮井　將博（高３４期）
（一部予約制）　泌尿器科　一般外科　

ＴＥＬ　０７３７－２２－３３３３
和歌山県有田市宮原町須谷533－1〒649－0433

診療時間　午前９：００～１２：００　午後４：００～６：３０　　休　診　木，土午後・日・祝日

ながたに歯科
医療法人 若葉会

長谷晋作（高33期）

湯浅町湯浅1456-8
休診日：木、土午後・日・祝日

TEL：0737-63-4182
ヨ イ ハ  ニ

有田郡湯浅町湯浅1464〒643-0004 
http://www.yuasasyouyu.co.jp

有田郡湯浅町湯浅1466-1〒643-0004 
http://www.marushinhonke.com

　

本
稿
の
執
筆
の
機
会
は
突
然
に
訪
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
湯
浅
駅
前
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
撮
っ
て
い
る
と
き
、
同
窓
会
長
の
大
西
先

生
、
恩
師
の
坂
本
先
生
か
ら
、
同
窓
会
報
へ
の

寄
稿
の
ご
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

お
題
は
「
私
と
写
真
」
で
し
た
。

　

私
が
初
め
て
撮
っ
た
画
は
小
学
校
５
年
生
の

頃
、
父
親
か
ら
借
り
た
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
蒸
気

機
関
車
で
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
な
ん
と
い

う
こ
と
の
な
い
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
し
た
が
、
当

時
は
自
分
が
撮
っ
た
も
の
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

時
は
流
れ
、
機
材
は
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル

へ
と
移
行
し
、
足
の
向
く
ま
ま
気
の
向
く
ま
ま

に
、風
景
や
家
族
の
日
常
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
今
は
孫
の
日
々
の
様
子
を
ス
マ
ホ
で

撮
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

20
年
ほ
ど
前
か
ら
湯
浅
町
の
端
崎（
た
た
き
）

で
湯
浅
湾
の
夕
景
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
校
歌
に

あ
る
「
夕
日
に
映
ゆ
る
那
耆
の
海
」
を
た
く
さ

ん
収
め
て
き
ま
し
た
。端
崎
で
撮
り
始
め
た
頃
、

片
山　

勇
さ
ん
（
故
人
）
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
長
ら
く
、
湯
浅
湾
の
夕
景
を
撮
り
続

け
て
い
た
方
で
、
私
に
と
っ
て
は
「
夕
景
撮
り

の
師
匠
」
で
し
た
。「
お
日
さ
ん
だ
け
撮
っ
て

も
あ
か
ん
の
や
で
」「
あ
の
岩
を
入
れ
て
撮
っ

て
み
な
」「
写
真
は
引
き
算
や
！
」
な
ど
、
ア

ン
グ
ル
や
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
工
夫
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
は
、
そ
の
後
の
作
品
づ
く
り
に
生
か
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
定
年
を
迎
え
た
時
、
先
輩
か
ら
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
写
真
ク
ラ
ブ
（
フ
ォ
ト
２

１
）の
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、

講
師
の
先
生
や
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
、
風
景
中
心
だ
っ
た
画
が
、
街
角
や

人
物
の
ス
ナ
ッ
プ
へ
と
変
わ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
し
た
写
真
を
見
て
声
を
か

け
て
く
れ
る
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
き
っ
か
け
で
交
流
す
る
よ

う
に
な
っ
た
方
々
、
私
に
と
っ
て
写
真
は
人
と
の
出
会

い
を
紡
い
で
く
れ
る
も
の
で
す
。
写
真
を
通
し
て
繋
が

る
こ
と
が
で
き
た
方
々
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
と
写
真

新
　
谷
　　
彰
高
（

31

）
期

「稲むらの火祭り」

「緑、輝きますように」　於：奈良県桜井市　長谷寺

「MAX  POWER」
シンクロクロス　オフロード自転車競技
　　　　　　　　　　 　於：紀の川市

「おおっ!」
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１
年
１
組　

野
崎　

健
友

　

一
月
一
日
に
発
生
し
た
石
川
県
地
震
の
現
場
に

行
っ
た
こ
と
な
ど
、
実
際
の
体
験
を
話
し
て
く
れ
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
消
防
士
は
県
内
だ

け
で
な
く
他
府
県
で
災
害
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
消
防
士
の
人
達
が
ど
れ
だ
け
凄
い
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。
挫
折
し
た

り
悩
ん
だ
り
し
た
と
き
は
周
り
の
人
を
頼
れ
ば
い
い

と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
４
組　

上
田　

侑
平

　

私
は
志
学
ゼ
ミ
を
通
し
て
、
本
当
に
良
い
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
野
球
部

で
の
過
ご
し
方
や
、
消
防
士
に
な
っ
て
か
ら
の
経
験

談
を
聞
い
て
、
決
し
て
楽
な
道
は
進
ん
で
き
て
い
な

い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。「
一
人
で
考
え
る
よ
り

信
頼
で
き
る
親
や
友
人
な
ど
の
身
近
な
人
に
相
談
す

る
こ
と
で
プ
ラ
ス
の
方
向
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
考
え
方
に
私
は
す
ご
く
納
得
で
き
ま
し
た
。

私
は
一
人
で
考
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の

で
、
色
ん
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
吉
川
様
の
こ

の
考
え
方
を
自
分
の
人
生
に
生
か
せ
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
社
会
人
に
な
る
と
「
忍
耐
力
」
が
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
部
活
動
や
勉
強
で
身
に
付
く
「
忍
耐
力
」

は
社
会
に
出
る
と
必
要
に
な
っ
て
く
る
力
の
一
つ

で
、
学
生
時
代
か
ら
あ
る
程
度
身
に
付
け
て
お
い
た

方
が
将
来
の
た
め
に
な
る
と
知
り
ま
し
た
。
私
は
部

活
動
だ
け
で
な
く
勉
強
に
も
あ
る
程
度
力
を
入
れ
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ゼ
ミ
を
通
し
て
何
事
に
も

一
生
懸
命
に
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

１
年
３
組　

平
木　

慧
吾

　

最
も
心
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
不

器
用
で
も
や
め
な
か
っ
た
ら
最
後
は
勝
つ
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
本
当
に
心
に
残
り
ま
し
た
。
私
自
身
と

先
生
２
名
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
話
を

聞
い
た
後
、「
世
界
観
が
違
う
！
」「
そ
こ
ま
で
こ
だ

わ
っ
て
、
す
ご
い
」「
大
切
な
の
は
早
起
き
」「
大
切

な
の
は
自
分
が
ど
う
あ
る
か
と
い
う
言
葉
に
感
動
し

た
」
な
ど
、
感
想
を
口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
話

の
影
響
を
受
け
、
実
際
自
分
の
行
動
を
変
え
、
あ
き

ら
め
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
す
る
生
徒
も
い

て
、
彼
ら
の
素
直
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
自

身
が
今
後
の
人
生
に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
め
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
本
当
に
よ
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
方
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
お
忙
し
い
中
、
生
徒
た
ち
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
資
料
の
準
備
を
し
て
、
熱
い

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
年
４
組　

岩
﨑　

悠
桃

　

先
日
は
、
耐
久
高
等
学
校
志
学

ゼ
ミ
に
お
い
て
、
ご
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
ご
丁
寧
な
ご
指
導
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
志
学
ゼ
ミ
で
は
「
言
っ
て

み
る
」「
や
っ
て
み
る
」
の
二
つ
の

こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
時
に
は
、
周
り
の
人
に
自
分

の
考
え
を
伝
え
、
一
緒
に
や
っ
て

み
る
こ
と
。
そ
し
て
色
々
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
様
々
な
経
験

が
で
き
、
今
後
に
役
立
つ
と
分
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し

た
貴
重
な
体
験
を
糧
と
し
、
責
任

と
自
覚
を
持
っ
て
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

10
月
17
日
（
木
）
午
後
、
一
年
生
の
「
在
り
方
・
生

き
方
教
育
」
の
一
環
と
し
て
第
10
回
志
学
ゼ
ミ
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
本
校
を
卒
業
さ
れ
、
社
会
の
様
々
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
か
ら
、
高
校
時
代
や
今

ま
で
の
経
験
、
現
在
の
活
躍
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
高

校
一
年
生
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
が
「
ど
う
生
き

て
い
く
べ
き
か
」
考
え
を
深
め
る
取
り
組
み
で
す
。

　

今
年
初
め
て
、
生
徒
た
ち
は
進
路
希
望
も
含
め
興

味
の
あ
る
分
野
を
選
択
し
、
希
望
し
た
分
野
の
講
師

て
も
不
器
用
で
悩
む
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、
こ
の

言
葉
を
い
た
だ
い
て
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
で

く
じ
け
そ
う
な
と
き
に
思
い
出
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
３
組　

青
谷　

凛
子

　

志
学
ゼ
ミ
を
通
し
て
、
将
来
の
た
め
に
な
る
色
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
高
校
を

卒
業
し
た
後
は
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
し
っ
か

り
と
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
座
右

の
銘
は
「
継
続
は
力
な
り
」
と
聞
い
て
、
私
は
、
将

来
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
と
て
も
役
に
立
つ
言
葉

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
も
大
人
に
な
り
、

仕
事
を
す
る
と
き
は
そ
の
言
葉
を
意
識
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
よ
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言

を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。い
た
だ
い
た「
仕

事
を
楽
し
む
こ
と
」「
好
き
な
こ
と
を
大
切
に
す
る
」

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
」
な
ど
の
様
々
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
大
切
に
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

氏　名
青山　歓生
井上信太郎
前口あかね

大西　佑佳
萩　　　瞳
川島　忠弘
川村　健太
吉川　克樹
栗山　　舜
湯森　勇人
小畑　智哉
坂本　和磯
田中　誠二
谷井　康人
照井　壮平
西岡　秀樹
丸山美智子
三角　　治

卒業年度
S59

H23

H21
H18
S60
H17
H24
H28
H26
H11
H27
S55
S59
H5
H22
H60
S48

所　　属　　等
国立和歌山工業高等専門学校　教授

善兵衛農園

湯浅町役場健康推進課　保健師

三井住友海上エイジェンシー・サービス株式会社　関西エリア和歌山統括執行役員
（株）照隅社　代表取締役
湯浅広川消防組合　救急救命士・消防士

北裏病院　理学療法士

PLUS ONE 有田川店
和歌山トヨペット　国体道路
株式会社エデュケーションリンクス　代表取締役
谷井農園　代表
フォトメゾン　カメラマン
警察官
介護施設ケアプランセンター一般社団法人幹　看護師
（株）地域創生 /（社）絵本まちづくり協会理事長

1

2

3

4
5
6

7

8
9
10
11
12
13
14
15

令和６年度　第10回志学ゼミ　講師先生方

講
師
先
生
へ
の
礼
状
よ
り（
抜
粋
）

第
10
回   

志
学
ゼ
ミ

一
学
年
主
任

石
田
智
美
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取締役会長
代表取締役

第
25
回
有
田
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

令
和
６
年
10
月
16
日
、
有
田
リ
ソ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
令
和
６
年
秋
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
第
25
回
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
候
も
一
時
小
雨
が
ぱ
ら

つ
い
た
程
度
で
、
猛
暑
も
一
段
落
し
快
適
な
気
候
の
中
で

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
13
期
生
か
ら
高
44
期
生
ま
で
の
総
勢
41
名
が
参
加
し
、

１
７
０
年
の
歴
史
を
誇
る
耐
久
高
校
卒
業
生
ら
し
さ
の
な

か
、
和
気
あ
い
あ
い
と
気
楽
な
雰
囲
気
で
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
た
だ
、
シ
ョ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
と
日
ご
ろ
の

実
力
を
発
揮
す
べ
く
真
剣
な
ま
な
ざ
し
に
変
わ
る
の
で
す

が
、
バ
ン
カ
ー
に
何
回
も
つ
か
ま
る
人
、
池
に
入
れ
る
人

な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
て
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
人
も
多
く

い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
も
ゴ
ル
フ
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

あ
り
、
19
番
ホ
ー
ル
の
話
の
ネ
タ
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

結
果
は
、
栗
山
茂
規
さ
ん
（
高
21
期
）
が
グ
ロ
ス
77
の

ス
コ
ア
で
優
勝
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
も
獲
得

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
令
和
７
年
３
月
13
日
（
木
）、
同
じ
く
有
田
リ

ソ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催

予
定
で
す
の
で
大
勢
の
方
々

に
ご
参
加
頂
き
盛
大
に
開
催

出
来
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

高
井
永
行
（
高
34
期
）

3,213,325 － 1,604,247 ＝ 1,609,078
次年度へ繰り越し

同窓会会計について
※収入…令和５年度は、入会金として全日制5,000円・定時制
　　　　2,500円を終身会費として頂いています。（中途転校・
　　　　退学の場合は返金）他に同窓生各期や個人からの協賛
　　　　金や寄付金など。
※支出…クラブ支援、国際交流、講演会、会報などの学校援助
　　　　に直接・間接に還元。卒業後は、同窓生間や母校の情
　　　　報を名簿や会報を通じて提供、各期の同窓会開催に援
　　　　助、母校の支援、会の運営費ほか。

備　考増　減決算額予算額
190,000
20,000
30,000

40,000

100,000

1,620,000
200,000

600,000

600,000

150,000

70,000

140,000
40,000
50,000
50,000

1,950,000

202,000
102,000
100,000

1,306,505

3,458,505

167,360
0

30,000

1,000

136,360

1,167,338
183,096

234,826

317,948

414,618

16,850

79,299
18,706
5,593
55,000

1,413,997

190,250
90,250
100,000

0

1,604,247

-22,640
-20,000

0

-39,000

36,360

-452,662
-16,904

-365,174

-282,052

264,618

-53,150

-60,701
-21,294
-44,407
5,000

-536,003

-11,750
-11,750

0

-1,306,505

-1,854,258

有田タイムス広告費

各支部総会出席旅費

飲み物代

郵送代他
祝電
転出生払戻

きのくに信金定期へ
ゆう貯定額へ

会報52・53号印刷、
郵送代他
各支部への援助・県高
同窓会総会補助等

全国出場クラブ激励金、
卒業証書筒代他

県高等学校同窓会連絡
協議会参加費

令和５年度予算・決算書 耐久高等学校同窓会
令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日

2. 支出の部    1. 収入の部
備　考増　減決算額予算額

入　会　金

会 報 広 告

会報協賛金

寄　付　金

雑　収　入
（収　入　計）
前期繰越金

（収 入 合 計）

全日制 179名＊5,000
定時制 3名＊2,500

関東・関西・有田耐久
会より

高16期生・高31期生
より　他

1,020,000

100,000

150,000

150,000

10,000
1,430,000
2,028,505

3,458,505

902,500

60,733

98,577

123,000

10
1,184,820
2,028,505

3,213,325

-117,500

-39,267

-51,423

-27,000

-9,990
-245,180

0

-245,180

会報52・53号広告代

預金利息

1.運　営　費
　会　議　費
　渉　外　費
　負　担　金

　旅　　　費

2.活　動　費
　総　会　費
　母校援助費

　同窓会報費

　助　成　費

　雑　　　費

3.諸　　　費
　事　務　費
　慶　弔　費
　払　戻　金

（支　出　計）

4.繰　出　金
　基　本　金
　同窓会館設立基金

5.予　備　費

（支 出 合 計）
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昨
年
度
の
世
界
の
平
均
気
温
は
15
．１

度
で
１
．６
度
上
昇
し
、
パ
リ
協
定
の
抑

制
目
標
を
超
え
、
温
暖
化
の
危
機
感
が
よ

り
強
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
異
常
気

象
に
悩
ま
さ
れ
そ
う
で
す
。

　

55
号
の
表
紙
は
、
同
窓
会
の
常
任
幹
事

で
あ
る
新
谷
彰
さ
ん
が
湯
浅
町
端
埼
（
た

た
き
）
で
撮
っ
た
湯
浅
湾
の
夕
景
で
す
。

写
真
付
き
の
原
稿
も
送
っ
て
く
れ
、
紙
面

に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

関
西
耐
久
会
は
、
鈴
木
会
長
を
は
じ
め

役
員
の
皆
さ
ん
は
31
・
32
期
と
若
く
、
役

員
会
は
い
つ
も
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
例
年
の
総
会
は

常
に
１
０
０
人
を
超
え
若
い
世
代
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
有
田
耐
久
会
は
、
日
帰
り

バ
ス
旅
行
と
食
事
会
・
講
演
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も

毎
回
40
名
を
上
回
る
参
加
者
で
お
お
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

志
学
ゼ
ミ
も
10
回
を
迎
え
ま
し
た
、
先

輩
講
師
へ
の
生
徒
の
礼
状
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
絆
は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で

す
。
少
な
い
部
員
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
記
事
が
少
な
く
悩
み
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

『
編
集
後
記
』

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
２
年
生
３
人
、
１
年
生

４
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
６
人
制
の

競
技
な
の
で
、
ギ
リ
ギ
リ
の

状
態
で
す
。
本
校
の
部
員
は
、

全
員
が
未
経
験
者
で
す
。

入
部
の
動
機
は
、
ア
ニ
メ
「
ハ

イ
キ
ュ
ー
」
の
影
響
や
友
達
に

誘
わ
れ
て
な
ど
様
々
で
す
が
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
よ
う
と

思
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
顧
問
と

し
て
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
県
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
チ
ー
ム
数
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
数
の

減
少
か
ら
男
子
の
地
区
大
会
は
、

中
紀
地
区
と
紀
南
地
区
が
合
同

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
中
紀
・

紀
南
地
区
は
常
に
県
の
シ
ー
ド

校
が
存
在
し
て
お
り
レ
ベ

ル
が
高
く
、
耐
久
高
校
は

最
下
位
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
12
月
に

行
わ
れ
た
地
区
大
会
で
は

田
辺
工
業
に
勝
利
し
ま
し

た
。
地
区
大
会
で
の
勝
利

は
３
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
は
、
生
徒
達
の

自
信
に
も
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。私
は
日
頃
か
ら「
課

題
意
識
を
持
て
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
チ
ー
ム
に
は
乗
り
越
え

絆絆部活OB・OGたちの

お
せ
ち
作
り
を
始
め
て
50
年
余
り

嫁
入
り
前
か
ら
ず
っ
と…

。

大
き
い
お
重
は
我
が
家
の
分

中
く
ら
い
の
は
実
家
の
分

　
　

こ
れ
に
は
焼
鯛
が
返
さ
れ
る

も
う
少
し
小
ぶ
り
の
は
友
人
に

　
　

こ
こ
で
も
美
味
し
い
手
作
り

　
　

黒
豆
が
返
さ
れ
る
。

伊
達
巻
き
・
ゆ
ず
釜
・
昆
布
巻

海
老
姿
煮
・
栗
き
ん
と
ん…

…

お
せ
ち
を
作
っ
て
い
る
時
は

何
故
か
心
が
に
ぎ
わ
う
。

で
も
近
頃
は
あ
れ
も
こ
れ
も
と

欲
を
出
さ
な
く
な
っ
た

自
分
の
出
来
る
範
囲
で

迎
春
準
備
を
楽
し
む
た
め
に
。

　
　
　
　

お
餅
つ
き
は
晦
日
に
行
う

白
小
餅
は
お
供
え
用

あ
ん
餅
は
お
雑
煮
用
に
。

え
ー
! !　

と
よ
く
言
わ
れ
る
が

白
味
噌
に
あ
ん
餅
は
我
が
家
の
定
番
。

こ
こ
数
年
は
別
の
友
人
が

干
し
柿
を
作
っ
て
届
け
て
く
れ
る

も
う
一
息
、
軒
下
で
寒
風
に

さ
ら
す
と
い
い
の
だ
と
言
う
。

そ
う
い
え
ば
両
親
も
健
在
の
頃

二
人
で
渋
柿
の
皮
を
む
き

竹
を
削
っ
た
長
い
串
に

10
個
の
柿
を
刺
し
て
い
た
。

外
側
に
２
個
ず
つ
（
に
こ
に
こ
）

内
側
に
６
個
（
仲
む
つ
ま
じ
く
）

こ
れ
は
夫
婦
家
族
が
仲
良
く

生
き
て
い
く
為
の
願
い
か
ら
か
。

二
階
の
空
き
部
屋
に
並
べ
て
吊
し

静
か
に
風
を
通
す

普
段
は
行
か
な
い
二
階
に

二
人
が
足
し
げ
く
通
い

見
守
っ
て
い
た
姿
を
思
い
出
す
。

池
永
義
子

・
代
々
の
愛
を
重
ね
て
雛
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
美
恵
子
（
高
18
期
）

・
恙
無
き
日
々
を
願
ひ
て
初
詣　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
博
子
（
高
18
期
）

・
三
日
月
の
寒
々
光
る
宵
の
空

　
　
　
　
　
　

墨
絵
の
ご
と
き
こ
の
時
が
好
き

 

福
澤
恵
子
（
高
18
期
）

・
空
い
っ
ぱ
い
命
の
花
火
燃
え
尽
き
ぬ

　
　
　
　
　
　

面
影
い
つ
も
母
よ
恋
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
前
真
紀
（
高
32
期
）

俳
壇
・
歌
壇

な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
接
戦
を
勝

ち
き
る
こ
と
で
す
。
３
セ
ッ
ト

マ
ッ
チ
で
行
わ
れ
る
試
合
で
、

こ
れ
ま
で
フ
ル
セ
ッ
ト
の
接
戦

に
な
っ
た
試
合
を
何
度
も
落
と

し
て
き
ま
し
た
。
勝
負
の
場
面

で
、
心
の
弱
さ
か
ら
ミ
ス
を
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
る
場
面
で
も
自

分
に
負
け
ず
力
を
発
揮
で
き
る

力
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
み
な

ら
ず
色
ん
な
場
面
で
活
き
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
の
総
体
ま
で
に
、
技
術

だ
け
で
は
な
く
心
の
強
い
選
手

に
な
っ
て
、
勝
負
の
場
面
で
戦

い
抜
け
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
顧
問　

辻
本
恵
介

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
巻
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